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Effects of mortality salience on subjective temporal distance of 
achievement-relevant events:











　Research based on terror management theory has shown that mortality salience instigates self-esteem 
strivings. However, recent study suggests that mortality salience engender not only self-esteem strivings 
but also strivings for self-consistency. The present article examines whether mortality salience increase 
consistency-strivings or self-esteem strivings when they are incompatible, employing subjective temporal 
distance of academic success and failure as dependent variables. Experiment 1 found that following 
mortality salience, individuals with low self-esteem report greater temporal distance of a success, while 
the high self-esteem counterpart report greater temporal distance of a failure. Experiment 2 showed that 
individuals with high academic contingency and low academic self-esteem report greater temporal distance 
of a success following mortality salience. Unexpectedly, individuals with low academic contingency and 
low academic self-esteem report smaller temporal distance of a success in response to mortality salience. 
These results indicate that under a certain condition, mortality salience instigate consistency-strivings 
rather than self-esteem strivings.
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に対する防衛 ( 象徴的防衛 ) において重要なのは，
それらが不死概念 ( 不死に関する信念 ) を与える
点である。この不死概念には 2 種類のものがある





















































(Greenberg, Pyszczynski, Burling, et al., 1992)
や脆弱性の否認傾向 (Greenberg, Pyszczynski, 
Solomon et al.,1993) が弱いことが報告されて
いる。また，実験操作によって存在論的恐怖を
顕現化すると，自己奉仕的帰属 (Mikulincer & 
Florian, 2002)，身体に自尊感情を持っている
者の身体に対する選択的同一化 ( つまり自己の
肯 定 的 側 面 へ の 同 一 化；Goldenberg, McCoy, 
Pyszczynski et al.,2000 ) など自己高揚が強まる
ことが示されている。これらの個人的な形の自己
高揚のみならず，肯定的な含意を持つ集団への











えば Becker, 1973/1997) が，この主張を実験的
に検討したのが Landau, Greenberg, Sullivan, 
Routledge, and Arndt(2009) である。彼らは，構
造欲求 ( 環境に構造や秩序を求める傾向 ) の強
い者が，存在論的恐怖が顕現化する状況で，自
己の特性を明確に理解することへの関心を強め
















































































































の主観的時間的距離がより近くなり ( 予測 1)，過





的距離がより遠くなり ( 予測 3)，一致する失敗の





くなると考えられる ( 予測 6)。
実験１
　実験 1 では，前学期において成績の良かった試
















































(Greenberg, Pyszczynski, Solomon et al.,1994)
ことが知られており，PANAS への回答は遅延時
間の確保という目的も兼ねていた。
③ ETC 利用に関する項目　ETC( 有料道路自動
料金収受システム ) の利用経験について尋ねた。
当該項目も遅延時間確保のための課題である。遅
延課題の数が 1 つの場合よりも 2 つの場合に存在
論的恐怖の効果量が大きいことが知られているた
め (Burke, Martens, & Faucher, 2010)，2 つ 目
の遅延課題として採用した。
④想起課題　前学期 ( 第 2 セッションのおよそ半
年前 ) の試験について，最も成績の良かったもの
( 成功条件 ) もしくは最も成績の悪かったもの ( 失
敗条件 ) を想起してもらい，その試験の科目名の
記入を求めた。そのうえで，その出来事に対する
主観的時間的距離を 1( とても遠くに感じる ) ～
7( とても近くに感じる ) の 7 件法で尋ねた。主観
的時間的距離の回答後，試験後にどの程度その試
験のことを思い出したかの想起頻度を 1( 全く考





影響することが考えられるため (Ross & Wilson, 
2002)，それらを測定する SD 法項目への回答を
求めた。項目数は思い出しやすさ 3 項目 (a=.81)，




















起する条件 ( 存在論的恐怖条件 ) の参加者は死に
関する質問 20 項目に 1( 全くあてはまらない ) ～
6( とてもよくあてはまる ) の 6 件法で回答した。
これらの項目には，丹下 (1999)，河合・下仲・中








し方に関する質問 20 項目に，1( 全くしない ) ～





は各項目に 1( 全くあてはまらない ) ～ 6( とても
よくあてはまる ) の 6 件法で回答した。それぞれ
の項目の平均点で個人の快感情および不快感情





(R2adj =.32, F(10,65)= 4.61, p ＝ .00 )。
　まず，実験条件 (β ＝ -.28, t(65)= -2.73, p=.01)
の効果が統計的に有意であり，存在論的恐怖条件
で主観的時間的距離が遠い傾向が示された。また，



















(t(70.67)=.19, p > .84.)，自尊感情について条件間
差は見られなかった ( 存在論的恐怖条件 M =2.83，
統制条件 M =2.80)。  
主観的時間的距離に関する分析　主観的時間的距
離を従属変数，実験条件，想起する出来事の種






























価 ( つまりは自尊感情 ) に及ぼす影響の程度であ

















なることが示された (β ＝ -.42, t(65)= -2.11, p=.01)。




































の随伴性尺度 ( 内田，2008) の学業能力下位尺度
4 項目を用いた。参加者は各項目に 1( 全くあて

















(t(96.7)=.87, p = .38)，学業自尊感情について条




かった ( 存在論的恐怖条件 M =3.99，統制条件 M 











成功の主観的時間的距離が近くなり ( 予測 7)，失














実験参加者　大学生 99 名 ( 女性 55 名，男性 44 名 )










する 3 項目と，Rosenberg 自尊感情尺度日本語
版を参考に著者が独自に作成した 2 項目の計 5 項
目で構成されていた。参加者はこれらの項目に
1( 全くあてはまらない ) ～ 7( とてもよくあては


































した。最終的なモデルは有意であった (R2adj =.17, 
F(16,80)= 2.24, p ＝ .01 )。
　実験条件と学業随伴性の交互作用は 5% 水準
で統計的に有意であった (β ＝ -.23, t(80)= -2.23, 
p=.03)。また，出来事の種類と学業自尊感情の
交互作用は 10% 水準で統計的に有意であった (β
＝ -.21, t(80)= 1.86, p=.07)。これらの交互作用は，










































知られている (Yamaguchi, Greenwald, Banaji 
り，鮮明なほど主観的時間的距離が近いという
関係が見られた (β ＝ .37, t(80)= 3.67, p=.07)。一
方，実験 1 と異なり，想起頻度の効果は見られ
なかった。想起頻度の平均値は実験 2(M=2.85，















れらの結果は Landau et al.(2009) の結果と整合
しており，一貫性希求が存在論的恐怖の管理に
寄与する可能性を示唆するものである。さらに，
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